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病理検査係 渡 部 純 子
病理検査の業務は検体業務とはかなり質が異なるうえ
に場所が離れているため、その業務内容はあまり知られ
ていない。今回、「未知の世界」病理検査室の業務内容を
スライドを交えて紹介した。
?組織診検査?
手術などで摘出した病気の可能性がある組織を「目」
および「顕微鏡」を使って観察し、病気の確定診断を目
指す検査である。切除された組織はホルマリン固定し解
剖室で病理医が切り出しを行うが、小さな組織や明らか
に良性のものは病理検査室にて検査技師が行う。その後
自動包埋装置にて一晩パラフィン包埋し、翌日の朝から
ブロックを作成、薄切する。ミクロトームで薄切した切
片を伸展、乾燥させた後染色する。主な染色はHE染色
だが、免疫染色などの特殊染色も行う。完成した標本を
病理医が鏡検し、結果報告となる。検体提出から報告ま
での日数は、組織の大きさや特殊染色の有無にもよるが、
２～７日ほどかかる。
?細胞診検査?
身体から剥離した細胞、もしくは剥離可能な細胞を顕
微鏡で観察し、異型細胞などを探す検査である。提出さ
れた検体は、検体の種類、性状、疾患の種類などによっ
て、染色の種類や作成手技を考えながら、標本作成を行
う。パパニコロウ染色は自動染色機で行うが、ギムザ染
色や PAS染色は手作業で行う。標本は細胞検査士が鏡
検し、必要であれば指導医が確認して報告する。
?術中迅速凍結組織検査?
手術中すぐに診断結果がほしい場合に利用され、良・
悪性の診断、臓器の切除範囲や術式の変更などを決定す
る目的で行われる。検体は手術室からダムウェーターで
提出される。提出された組織は凍結し、クリオスタット
で薄切後、迅速HE染色を行う。迅速HE染色は約４分
ほどで仕上がる。標本は病理医が鏡検し、電話で手術室
に結果報告する。その間手術を行っている最中であり、
切除範囲を広げるか、縫合するかなどを決定する重要な
検査である。
?病理解剖検査?
臨床診断の妥当性、治療効果の判定、直接死因の解明、
続発性の合併症や偶発病変の発見などを目的とした解剖
である。遺体は病理医によって解剖され、検査技師はそ
の補助を行う。腸の切開や、遺体を縫合するのも検査技
師が行う。使用した器具の洗浄や掃除などを行うと約４
時間かかる。摘出した組織はホルマリン固定をし、病理
組織検査と同様に標本作成して、鏡検、結果報告となる。
37
